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献血血液の安全度と献血者確保について 輸血部における安全な輸血
管理と適正使用 当院の取り組みと解決すべき問題点
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平成14年．安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律(血液法)の制定と薬事法の改正により．血

液製剤の安全性確保とその適正使用が法に明確に規定された．平成１７年９月には.輸血療法の実施に関する

指針．血液製剤の使用指針が改訂きれ．輸血を扱う医療従事者の遵守すべき具体的な事項が提示された.し

たがって．医療機関は．安全な輸血管理を行うためには輸血択法の実施に関する指針を．血液製剤を適正に

使用するためには血液製剤の使用指針を具現化すればよいことになる．しかし両指針を忠実に実践するた

めには．さまざまな側面から解決しなければならない数多くの問題が残されている

輸血部門において最優先で解決すべき課題は．患者の安全を保障できる院内体制を確立することである．

そのためには．１）血液センターから納入きれた製剤の適切な保管管理．２）輸血検杏の信頼性確保．３)輸血

実施上のリスク管理，４)輸血副作用のモニタリングとその対応など．患者の安全確保に関するシステムの構

築が必須である．また．適正使用を推進するためには，ｌ）輸血療法委貝会の活性化２）製剤使用状況のモ

ニタリング．３）不適正使用への介入，４）適正使用に関わる教育や使用法に対するコンサルテーション，な

どが必要である．さらに，大学病院輸血部門の役割として．行政や日本赤十字社と協力しながら地域レベル

での血液製剤の適派使用推進に寄与することがあげられる

血液法制定により医銀機関における輸血搬法の安全性確保と適正輸血の推進が強く求められ、輸血部IUWが

一厨有効に機能することが必要不可欠である．当院では平成元年の輸血部閲殴以来．安全で適正な輸血疾鰻

を実殿するために．厚生（労働）省などから示された指針などを遵守すべ<取り組んできた．今回とくに

血液法制定以降に当院で取り組んできた事項とその成果を紹介する．そして．吾らに安全な輸血管理と適正

使用を実現するために解決すべき問題点を提示する．

PrBsentedbyMedlcal･Online 


	cover
	2007年03月07日13時13分51秒

